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市内の公共施設の片隅でたまた
ま知り合った，年齢や所属、職
業も違う人たちが，ある共通の
話題について手持ちの情報端末
や映像ツールを使いこなしなが
らさまざまな情報をやりとりし
あって意見したり，討論したり
して，交流を楽しんでいます．
架空でなく現実の人々の出会い
を楽しみながら，知らないこと
を知ることができる．安心して
人と人とが交流することができ
る．そんな世界をイメージして
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Yumatahazuki

表紙デザインにあたって

情報処理57巻の表紙デザインへは多くの方にご応募いただきあり
がとうございました．審査の結果，Yumatahazuki 氏のデザイン
案が採用されました．
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本誌広告一手取扱い アドコム・メディア株式会社 定価 1730 円（本体 1602 円）

基調講演：人工知能は世の中をどう変えるか 
松原　仁  （公立はこだたて未来大学システム情報科学部 
　　　　      複雑系知能学科 教授／人工知能学会 会長 ）

景山浩二 （（株）ZMP 新規事業推進室 室長 自動運転技術統括フェロー）

柴崎辰彦 （富士通（株）インテグレーションサービス部門 戦略企画統括部 統括部長）

招待講演（3）：質問応答システムWatsonとその実用化
武田浩一 （日本アイ・ビー・エム（株）東京基礎研究所 技術理事）

招待講演（4）：IoTビジネスの過去・現在・未来
谷　直樹（（株）NTTドコモ 法人ビジネス本部 IoTビジネス部長）

メインセッション キーノートスピーカー

招待講演（1）：Robot of Everything
                 ～ZMPで取り組む自動運転技術～

招待講演（2）：                  
オープン・サービス・イノベーションで加速
するKNOWLEDGE INTEGRATION

ソフトウエアジャパン2016では、「人工知能が2020年を変える」をメイン
テーマに、最近、急速に注目を浴びつつある人工知能技術に焦点をあて、
人工知能技術がどのように社会を変えていくかを取り上げていきます。基
調講演には、コンピューター将棋など、人工知能分野の第一線で研究され
ている、公立はこだて未来大学の松原仁先生に人工知能の最近の動向に
ついて講演していただきます。そのほか、自動走行車の研究や、金融機関や
医療分野など事業や専門家による実用化が進むIBM Watsonの概要、人
工知能がビジネスをどう変えていくかなど、多様な人工知能に関する話題
を取り上げ、社会に与えるインパクトについて、議論していきます。
本イベントは、CITP『CPDプログラム受講証明書』発行対象イベントです。

主催：
協賛：

（予定）

後援：
（予定）

一般社団法人 情報処理学会
一般社団法人 情報サービス産業協会、一般社団法人 日本情報システム・
ユーザー協会、一般社団法人 電子情報技術産業協会、先端IT活用推進コン
ソーシアム、一般社団法人 電子情報通信学会、一般社団法人 日本ソフト
ウェア科学会 、国立研究開発法人 科学技術振興機構、国立情報学研究所、
国立研究開発法人 情報通信研究機構、一般社団法人 データサイエンティ
スト協会、一般社団法人 人工知能学会、一般社団法人 電気学会、一般社団
法人 照明学会、一般社団法人 映像メディア学会
文部科学省、経済産業省、総務省、独立行政法人情報処理推進機構

サービスサイエンスフォーラム
ユニバーサルデザイン協創フォーラム
コンタクトセンターフォーラム
ビッグデータ活用実務フォーラム
CITPフォーラム

［展示］ユニバーサルデザイン協創フォーラム

SOFTWARE JAPAN 2016SOFTWARE JAPAN 2016

http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/ 09:30-18:45 
一橋大学 一橋講堂会議室／
学術総合センターNII  (東京都千代田区一ツ橋2-1-2)

2016 年 月 日（木）2 4

概要

プログ
ラムITフォーラムセッション   [会場：各会場]9：30-12：00

13:00-16:45 第1セッション：キーノートセッション
17:05-18:05 第2セッション：パネルセッション
  パネル討論「人工知能は2020年の世界をどう変えるのか？」
18:15-18:45 第3セッション：
  ソフトウエアジャパンアワードセレモニー（表彰式・受賞スピーチ）

メインセッション   [会場：2F 一橋講堂]13：00-18：45

情報交換会（懇親会）   [会場：3F 食堂]18：50-20：25

デジタルプラクティス論文賞 表彰式

参加申込
参加費

メインセッション参加申込者には、後日請求書をお送りいたします。 
2016年1月21日（木）までに指定の口座へお振込み下さい。当日は現金のみ受け付けております。

※1 協賛団体は、上記をご覧ください。　※2 社会人学生の方は一般参加者扱いになります。

定　員：セッションごとに異なりますのでWebサイトでご確認ください。
協賛団体の正会員・賛助法人会員 ※1
上記1、2 以外の一般参加者
学生一律（社会人学生は対象外） ※2
ジュニア会員

http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/

参加費（税込）：情報処理学会正会員・賛助会員

定　員：523名

お申込み・詳細は、以下のWebサイトから
http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/

【無料】 I Tフォーラムセッション（午前）【有料】 メインセッション（午後）
6,000円
8,000円

11,000円
1,000円

カッコ内は当日価格

お問い合わせお問い合わせ

Tel：03-3518-8373　　E-mail：event@ipsj.or.jp
一般社団法人 情報処理学会 イベント担当

ソフトウエアジャパン 2016

（7,000円）
（9,000円）

（12,000円）
（1,000円）

無料（懇親会費のみ1,000円）
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「情報処理」「情報処理 特集別刷」
amazonでご購入いただけます !

◀「情報処理」（毎月15 日発行）
各分野のトップレベルの方々が、最新技術を分かりやす
く解説しています。著名人による巻頭コラム、特集、解説、
報告、 連載、 コラムなど。
◆ 価格 1,730 円（税込）（55 巻 5 号より）
　 ※ 55 巻 4 号までは価格 1,728 円（税込）になります。

ご注文は  ⇒ http://www.amazon.co.jp/会誌編集部門 　E-mail: editj@ipsj.or.jp
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

「情報処理」特集別刷 ▶
会誌「情報処理」の特集記事のみを抜き出した別刷（冊
子）です。興味のある分野について手軽に読むこと
ができます。
◆ 価格 720 円（税込）

情報処理学会では、会誌「情報処理」「特集別刷」をオンライン通販サイト amazon でも販売しています。ぜひご利用ください。





〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
TEL.03-3367-0571  FAX.03-3368-1519

本誌広告一手取扱い アドコム・メディア株式会社 定価 1730 円（本体 1602 円）

基調講演：人工知能は世の中をどう変えるか 
松原　仁  （公立はこだたて未来大学システム情報科学部 
　　　　      複雑系知能学科 教授／人工知能学会 会長 ）

景山浩二 （（株）ZMP 新規事業推進室 室長 自動運転技術統括フェロー）

柴崎辰彦 （富士通（株）インテグレーションサービス部門 戦略企画統括部 統括部長）

招待講演（3）：質問応答システムWatsonとその実用化
武田浩一 （日本アイ・ビー・エム（株）東京基礎研究所 技術理事）

招待講演（4）：IoTビジネスの過去・現在・未来
谷　直樹（（株）NTTドコモ 法人ビジネス本部 IoTビジネス部長）

メインセッション キーノートスピーカー

招待講演（1）：Robot of Everything
                 ～ZMPで取り組む自動運転技術～

招待講演（2）：                  
オープン・サービス・イノベーションで加速
するKNOWLEDGE INTEGRATION

ソフトウエアジャパン2016では、「人工知能が2020年を変える」をメイン
テーマに、最近、急速に注目を浴びつつある人工知能技術に焦点をあて、
人工知能技術がどのように社会を変えていくかを取り上げていきます。基
調講演には、コンピューター将棋など、人工知能分野の第一線で研究され
ている、公立はこだて未来大学の松原仁先生に人工知能の最近の動向に
ついて講演していただきます。そのほか、自動走行車の研究や、金融機関や
医療分野など事業や専門家による実用化が進むIBM Watsonの概要、人
工知能がビジネスをどう変えていくかなど、多様な人工知能に関する話題
を取り上げ、社会に与えるインパクトについて、議論していきます。
本イベントは、CITP『CPDプログラム受講証明書』発行対象イベントです。

主催：
協賛：

（予定）

後援：
（予定）

一般社団法人 情報処理学会
一般社団法人 情報サービス産業協会、一般社団法人 日本情報システム・
ユーザー協会、一般社団法人 電子情報技術産業協会、先端IT活用推進コン
ソーシアム、一般社団法人 電子情報通信学会、一般社団法人 日本ソフト
ウェア科学会 、国立研究開発法人 科学技術振興機構、国立情報学研究所、
国立研究開発法人 情報通信研究機構、一般社団法人 データサイエンティ
スト協会、一般社団法人 人工知能学会、一般社団法人 電気学会、一般社団
法人 照明学会、一般社団法人 映像メディア学会
文部科学省、経済産業省、総務省、独立行政法人情報処理推進機構

サービスサイエンスフォーラム
ユニバーサルデザイン協創フォーラム
コンタクトセンターフォーラム
ビッグデータ活用実務フォーラム
CITPフォーラム

［展示］ユニバーサルデザイン協創フォーラム

SOFTWARE JAPAN 2016SOFTWARE JAPAN 2016

http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/ 09:30-18:45 
一橋大学 一橋講堂会議室／
学術総合センターNII  (東京都千代田区一ツ橋2-1-2)

2016 年 月 日（木）2 4

概要

プログ
ラムITフォーラムセッション   [会場：各会場]9：30-12：00

13:00-16:45 第1セッション：キーノートセッション
17:05-18:05 第2セッション：パネルセッション
  パネル討論「人工知能は2020年の世界をどう変えるのか？」
18:15-18:45 第3セッション：
  ソフトウエアジャパンアワードセレモニー（表彰式・受賞スピーチ）

メインセッション   [会場：2F 一橋講堂]13：00-18：45

情報交換会（懇親会）   [会場：3F 食堂]18：50-20：25

デジタルプラクティス論文賞 表彰式

参加申込
参加費

メインセッション参加申込者には、後日請求書をお送りいたします。 
2016年1月21日（木）までに指定の口座へお振込み下さい。当日は現金のみ受け付けております。

※1 協賛団体は、上記をご覧ください。　※2 社会人学生の方は一般参加者扱いになります。

定　員：セッションごとに異なりますのでWebサイトでご確認ください。
協賛団体の正会員・賛助法人会員 ※1
上記1、2 以外の一般参加者
学生一律（社会人学生は対象外） ※2
ジュニア会員

http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/

参加費（税込）：情報処理学会正会員・賛助会員

定　員：523名

お申込み・詳細は、以下のWebサイトから
http://www.ipsj .or. jp/event/sj/sj2016/

【無料】 I Tフォーラムセッション（午前）【有料】 メインセッション（午後）
6,000円
8,000円

11,000円
1,000円

カッコ内は当日価格

お問い合わせお問い合わせ

Tel：03-3518-8373　　E-mail：event@ipsj.or.jp
一般社団法人 情報処理学会 イベント担当

ソフトウエアジャパン 2016

（7,000円）
（9,000円）

（12,000円）
（1,000円）

無料（懇親会費のみ1,000円）
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教育コーナー：ぺた語義

連　載：古機巡礼 / 二進伝心／ビブリオ・トーク

　　　    女子部が行く！／会誌編集委員会女子部
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自然言語処理技術の現状と展望
 ─エラー分 析プロジェクトを通して─
自然言語処理技術の現状と展望
 ─エラー分 析プロジェクトを通して─

  

 暗号を解かずにデータ処理─準同型暗号の仕組みと産業応用─
ICT 社会を支える時刻同期技術
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研究の出口戦略
辻井 潤一

巻頭コラム

解説解説
解説解説

特集特集


